
精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（抜粋） 

 

（精神医療審査会） 

第十二条 第三十八条の三第二項（同条第六項において準用する場合を含む。）及び第三十

八条の五第二項の規定による審査を行わせるため、都道府県に、精神医療審査会を置く。 

 

（委員） 

第十三条 精神医療審査会の委員は、精神障害者の医療に関し学識経験を有する者（第十八

条第一項に規定する精神保健指定医である者に限る。）、精神障害者の保健又は福祉に関し

学識経験を有する者及び法律に関し学識経験を有する者のうちから、都道府県知事が任命

する。 

２ 委員の任期は、二年（委員の任期を二年を超え三年以下の期間で都道府県が条例で定め

る場合にあつては、当該条例で定める期間）とする。 

 

（審査の案件の取扱い） 

第十四条 精神医療審査会は、その指名する委員五人をもつて構成する合議体で、審査の案

件を取り扱う。 

２ 合議体を構成する委員は、次の各号に掲げる者とし、その員数は、当該各号に定める員

数以上とする。 

一 精神障害者の医療に関し学識経験を有する者 二 

二 精神障害者の保健又は福祉に関し学識経験を有する者 一 

三 法律に関し学識経験を有する者 一 

 

（政令への委任） 

第十五条 この法律で定めるもののほか、精神医療審査会に関し必要な事項は、政令で定め

る。 

 

（入院措置時及び定期の入院の必要性に関する審査） 

第三十八条の三 都道府県知事は、第二十九条第一項の規定による入院措置を採つたとき、

又は第三十三条第九項の規定による届出（同条第一項若しくは第二項の規定による入院措

置又は同条第六項の規定による入院の期間の更新に係るものに限る。）若しくは前条第一項

の規定による報告があつたときは、当該入院措置又は届出若しくは報告に係る入院中の者

の症状その他厚生労働省令で定める事項を精神医療審査会に通知し、当該入院中の者につ

いてその入院の必要があるかどうかに関し審査を求めなければならない。 

２ 精神医療審査会は、前項の規定により審査を求められたときは、当該審査に係る入院中

の者についてその入院の必要があるかどうかに関し審査を行い、その結果を都道府県知事



に通知しなければならない。 

 

（退院等の請求による入院の必要性等に関する審査） 

第三十八条の五 都道府県知事は、前条の規定による請求を受けたときは、当該請求の内容

を精神医療審査会に通知し、当該請求に係る入院中の者について、その入院の必要があるか

どうか、又はその処遇が適当であるかどうかに関し審査を求めなければならない。 

２ 精神医療審査会は、前項の規定により審査を求められたときは、当該審査に係る者につ

いて、その入院の必要があるかどうか、又はその処遇が適当であるかどうかに関し審査を行

い、その結果を都道府県知事に通知しなければならない。 

 


